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【2015 年から 2022 年の人口推移について】 

・2015 年から 2022 年現在までの人口推移をみると、2015 年から 2020 年までは毎年増加傾

向となっています。2021 年以降は 2020 年をピークに横ばい傾向となっています。 

 
 
 
 
  

当日資料１ 

出典：（実績値）各年国勢調査、住民基本台帳（各年 10 月 1 日） 

（推計値）国立社会保障・人口問題研究所、和光市資料（第五次和光市総合振興計画における人口推計値） 
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【道路交通の状況について】  

・東西方向の一般国道 254 号の混雑度は 1.63 でピーク時以外にも連続的に混雑状態にあると言

えます。 

・南北方向の一般国道 298 号、板橋区と練馬区を結ぶ主要地方道練馬川口線、東西方向の一般県

道新座和光線の混雑度は 1.20～1.24 でピーク時に混雑状態になると言えます。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪道路交通の状況≫ 

出典：平成 27 年度全国道路・街路交通情勢調査 一般交通量調査 

主要地方道練馬川口線 

31,302 台/12h 

混雑度：1.24 

東京外環自動車道 

64,563 台/12h 

混雑度：1.03 

東京外環自動車道 

61,602 台/12h 

混雑度：0.66 

東京外環自動車道 

55,727 台/12h 

混雑度：0.63 

一般国道２９８号 

19,108 台/12h 

混雑度：1.20 一般国道２５４号 

10,836 台/12h 

混雑度：1.04 

一般国道２５４号 

31,028 台/12h 

混雑度：1.63 

主要地方道和光インター線 

4,981 台/12h 

混雑度：0.82 

一般県道新座和光線 

9,765 台/12h 

混雑度：1.23 

一般県道新倉蕨線 

8,195 台/12h 

混雑度：1.03 

一般県道和光志木線 

9,693 台/12h 

混雑度：1.14 

※全国道路・街路交通情勢調査 一般交通量調査:全国の道路交通の現況と問題点を把握し、将来にわたる道路の整備計画を

策定するための基礎資料を得る目的で、全国的な規模で概ね 5 年ごとに実

施している調査のこと。 

※昼間 12 時間自動車類交通量（台/12h）：午前 7 時～午後 7 時までに交通量観測地点を通過した自動車類（乗用車、小型貨

物車、バス、普通貨物車）の台数のこと。 

※混雑度：交通調査基本区間の交通容量（道路の断面を一定の時間内に通過することが期待できる最大の交通量）に対する

交通量の比のこと。交通調査基本区間の最大値を図上に表記している。 

凡例 

高速自動車国道 

一般国道 

主要地方道 

一般県道 

市街化区域 

幹線道路等 


